
桔梗が丘自治連合協議会定時総会議事録

日  時
平成 25年 5月 18日 (土)

午後 1時 30分 ～4時 4 5分

場  所 桔梗が丘公民館 講堂

出 席 者

評議員出席者 32人

〃 欠席者 7人

自治連合協議会理事 17人

自治連合協議会監事 2人 (いずれも氏名は別紙記載)

1 開会の辞

2 会長挨拶

山中事務局長が司会をつとめ、平成 25年 度桔梗が丘自治連合協議

会定時総会の開会を宣した。

司会者から、会議の前に総会資料の訂正案内が次の様にあつた。

「資料40ベ ージの協議会予算書案収入の部、前年度決算額欄のli

越金に3, 928, 711と 記入し、合計欄を23, 252, 56

8に 訂正してくださいJと 述べた。

辻森会長から、次のような挨拶があった。

「開会にあたりご挨拶を中し上げます。お手元の総会資料に記載さ

れました 「ごあいさつ」をご覧いただきたいと思います。

皆さま方には、常々、安心安全で住みよい 「ほつとまち桔梗がF■J

の実現に向けての、ビ理解、ご協力をいただきありがとうございま

す。

当自治連合協議会は、人口1万 4千 人余りを有する名張市では最

大の組織であり、24の 自治会 (区)と 9の 委員会 事業部会並び

に公民館の活動、地域の子どもから大入までが、多忙な日常生活の

なかでひとリー人のボランティア活動等により支えられています。

豊かで住みよいまち “桔梗が丘"を 創造するため、住民交流を図

り、地域のつながりを深め、住民が主体となって活力と魅力あふれ

る良好な居住環境及び安心、安全な生活環境の実現をめざすことを

目的としています。

この目的を実現達成するために、地域ビジョン 「桔梗が丘 “ほっ

とまち"構 想Jを 皆さんの声をもとに策定いたしました。

本年 10月 に初年度の事業のスター トを目指して、プロジェクト

のメンバーやサポーターの皆さんに取組んでいただいています。



ひとリー人の参画、協力が桔梗が丘の発展と活力のある住みよい

地域づくりの原動力になり、地域が 「チーム結梗が丘Jと して結集

され大きな推進力になります。

地域ビジョンにある 「ほっとする心地よい居場所、そこには笑顔

とやさしさがあり、絆がありますJ「HoTな まち、そこには人々が

行き交い、元気と賑わいがありますJ「豊かなこころ、そこには自然

や緑を愛する心、ひとを思いやる心があります」これらの理念によ

る 「人のこころが織りなす幸せ社会 “はっとまち桔梗が丘"Jを 創造

し、ひとがいきいきと輝き、互いに思いやり、支えあい、自分らし

さを出せるよう 「人づくり」や 「絆づくりJを 大切にして、住みや

すさを実感できるまらづくりを目指します。

皆さんの価値観の多様性を尊重しつつ、社会的な規範をまもり、

一つ一つの課題を着実に進め育て築かなければなりません。

世代を超えてこの桔梗が丘がより発展するようご協力をお願いす

るとともに、皆さまのますますの飛躍とご健勝を祈念申し上げ挨拶

とさせていただきますJと 述べた。

3 来賓紹介と挨拶 1 司会者から、本総会に出席いただいた来賓 5名 の紹介があり、来賓

を代表して前田國男名張市副市長からお祝いの挨拶があった。
(来賓)

名張昌1市長

名張市議会議員

名張市教育長

名張警察署桔梗が丘交番所長

名張警察暑桔梗が丘交番 (巡査部長)

(前日副市長挨拶の要旨)

「名張市副市長の前日でございます。本来なら亀井市長が出席しお

祝いを申し上げるところですが、あいにく市外出張のため代わって挨

拶を申し上げます。

本国の定時総会の開催のお喜びを申し上げます。

結梗が丘自治連合協議会の皆様方には安全・安心のまちづくりを目

指し、地域住民のために、地域福祉、青少年健全育成、快適環境、健

康づくりに尽くしておられることに敬意を表し、お礼を申し上げると

共に、名張市の行政に関しても多大のご協力を頂いていることに感謝

申し上げます。

さて、桔梗が丘自治連合協議会に於かれては、地域ビジョン 「桔梗

前日 國男 氏

川合  滋 氏

上島 和久 氏

峯平 高明 氏

岡  良光 氏



4議 事

(1)総 会成立宣言

(2)議 事録署名人

選任

(3)議 長あいさつ

(4)議 案第 1号平

成 24年 度事業報

告及び協議会会計

が丘 “ほっとまち"構 想に基づき、6つテーマを掲げ7事業の推進に

あたられておりますが、平成 25年 度は私どもの 「ゆめづくり協働事

業に贅同いただき、 2つ の事業を推進いただいております。

名張市においては、本年度は平成 14年 度から進めてきた行財政改

革の仕上げの年であり、市制 60周 年の節目の年でもあります。今後

は70年 、80年 に向けて更に発展していくため、一九となつて努力

をしていく所存でございます。

今後は、昨年設置いたしました地域経営室 ・地域担当監と連携しな

がら、地域ビジョンの推進に取り組んでいただきますようお願いを申

し上げます。

今後の貴協議会の益々のビ発展をお祈りいたしますJ。と述べた。

司会者から、川崎二郎衆議院議員から寄せられたお祝いメッセージ

の披露があった。

(来賓の前田副市長挨拶のあと、来賓退席)

司会者から、「本日の総会は協議会規約第 18条 の規定に基き、

員定数40名 以内のところ32名 の出席があり、.I議員の過半数が

席しており、本総会は有効に成立しています」と述べた.

本定時総会の議事録署名人に南 1区の安藤孝氏と南 2区 の松尾政

則氏の2名 を選任し承認された。

原田議長、石川副議長着席し、原田議長から 「昨年度に引き続き

平成 25年 度の定時総会の議長を務めさせていただきます。皆様、

活発な審議をお願いするとともに、皆様のご協力でスムーズに進行

するようによろしくお願いしますJと 挨拶があった。

引き続き石川副議長の挨拶があった。

議長から、議事に入る前に、「規約により、傍聴者の方は発言権が

有りませんのでよろしくお願いします。又各委員会、部会の報告は

簡潔に、3分程度でお願いますJと 述べた。

原田議長 :本総会資料に基づき会議を始めます。まず議案第 1号

平成 24年 度事業報告及び協議会会計決算の承認に関する件及び議

案第2号平成 24年 度公民館事業報告及び会計決算の承認に関する



決算の承認に関す 1件の2議案を一括議題とします。執行部は提案説明をして下さい。

る件

(事業活動報告) | (各 委員会 ・部会の事業活動報告の要旨)

く総務委員会>

大垣副会長 (総務委員長)か ら、総務委員会の活動内容について、

総会資料に基き概ね次のような報告があった8

く大垣委員長からの平成 24年 度事業報告の要旨>

事前に資料をご覧いただいているので要点のみ申し上げます。

総務委員会の事業 (各種会議の設置 開催等)は 、予定通り進め

られた。

規約、規定の改正は協議会の旅費規程、及び公民館特別目的積立

金に関する内規を制定した。

財務内容の点検は、協議会財政の安定化のための積立金は予算化

していなかつたが、ビジョン新規事業費の支出が無かったので、

昨年度と同様に積立が出来た。

・ 総務委員会が行つた講演会、研修の成果を別紙にまとめて報告を

します。(内容は別紙参照)

・ 反省,点は講演会の参カロ者が少し少なかつたこと。研修会はほぼ当

初の目的を達成し有意義でした。

く企画運営委員会>

阪本委員長から、企画運営委員会の活動内容について、総会資料

に基き概ね次のような報告があった.

く阪本委員長からの平成24年 度事業報告の要旨>

・ 平成 24年 度は地域ビジョンの推進に重点的に取り組み、“ほつ

とまち"プ ロジェクトチームを立ち上げ、7項 目のプロジェクト

事業の概要をまとめ、地域の全戸に配布をした。

・ 昨年 7月 に、平成 25年 度からの名張市ゆめづくり協働事業提案

制度に応募し、「ふれあい茶房」「子どもたちと地域の絆づくりJ

の2事業が認められた。

・ この2事業及び全事業のスタッフ及びサポーターを募集した。そ

の結果、全部で40人 の応募があった。(ふれあい茶房は20人 、

子どもたちと地域の絆づくりは2人 )

・ 平成 25年 1月から、それぞれ 2事業は、具体的な事業内容の検

討と推進を図つている。(詳細資料参照)



。 今後は住民全員で事業の企画推進を図っていかねばならないと

考えています。

・ 平成 25年 度は、早急に計画を立てて地域の住民の皆さんのご協

力をいただきながら、他の5事 業も推進していきたい。

く広報委員会>

野邊委員長から、広報委員会の活動内容について、総会資料に基

き概ね次のような報告があった。

く野邊委員長からの平成 24年 度事業報告の要旨>

当広報委員会の役割について考えたとき、最も重要なのは地域住

民の皆さんに協議会の活動内容の周知、事業への参加の動機付け

のツールとなることだと考えている。

・ 平成 24年 度の具体的な活動は、ききょう通信の発行とホームペ

ージの管理運営の2事 業です。

・ ききょう通信は5回 発行できました。掲載記事については、いつ

も地域の皆さんの役に立っているかという事を念頭に於いてい

ます。掲載内容の詳細は資料を参照してください。我々は常に地

域の住民のみなさんが求めているもの、協議会から知っていただ

きたい事を発信していく事を念頭において今後も進めていきま

す 。

ホームページの管理運営は、タイムリーに情報をお届け出来るツ

ールでありますが、24年 度は更新件数が42件 と進み、ある程

度は満足できる結果となりました。アクセス数も増カロし、3月末

で4511件 、年間の lヶ月平均は376件 となりました。今後

もさらに進めていきたいと考えています。

く健康推進部会>

高槻部会長から、健康推進部会の活動内容について、総会資料に

基き概ね次のような報告があった。

く高槻部会長からの平成 24年 度事業報告の要旨>

・ 老人の日の行事は9月 15日 、70歳 と88歳 の方に長寿記念品

を贈皇し、70歳 以上の方にお祝い品を配布しました。配布にあ

たりご協力ありがとうございました。決算額は1, 549, 49

4円。

ききょう健康まつりは 10月 27日 にウオーキングを青山の四

季の里で実施しました。引き続き、11月 4日 に健康まつりを行



いました。内容は例年通りです。決算額は336, 347円 。出

席者は合わせて260人 でした。

・ ニュースポーツ世代間交流大会を平成 25年 3月 23日 実施し

ました。内容は記載のとおリクロリティー、カローリング、グラ

ンドゴルフ。参加者は子どもを含めて54人 の参加。決算額は3

6, 021円 です。

・ 桔梗が丘体操会との協働事業も地域住民の健康維持のため引き

続き実施しました。夏休みの参加児童への参加賞費用と体操会の

ロゴ入りTシ ャツ制作で決算額は 134, 790円 。

ききょう健康講座として次の4つ の事業を実施しました。(1)

ベルフラワー教室、(2)健 康に関する講演会、(3)市 のがん検

診 (4)健 康体操 (リズム体操)教 室。4つ の事業合わせた決算

額は168, 124円 です。実施内容は資料に記載の通りです。

その他、2月 14日 に市の特定健診を公民館で実施。22人 が受

診しました。4事 業の決算額は168, 124円 です。決算額の

合計は2, 224, 776円 になりました。

議長から、説明は事前に総会資料を配布されているので、報告は

簡潔にお願いしますと述べた。

く住民交流部会>

廣岡部会長から、住民交流部会の活動内容について、総会資料に

基き概ね次のような報告があつた。

く廣岡部会長からの平成 24年 度事業報告の要旨>

・ 住民交流部会は例年通り、桔梗が丘夏まつりとハッピーニューイ

ヤーききょうフェスタの2事 業を実施した。この2事 業の実施に

向けての企画 ・運営の会議を持ちました。

・ 夏まつりは8月 18日 に実施しましたが、突然の雷雨で一部アト

ラクションを中止した。しかし、模擬店も盛況で完売し、利用券

も1220枚 の引き換えがありました。

夏まつりも今の形態で 10年 が経ちましたが、当初の目的は達成

されたと考えています。

全般的に大きな事故もなく無事終了した。お祭りの参カロ者は約 7

000人 。決算額は738, 651円 。

ハッピーニューイャーききょうフェスタは例年通りの内容で、地

域福祉部会、教育文化部会の協力のもと実施をしましたが、年々



子供さんの参加者が増カロしている。今年の参カロ者は236人 .

・ どんどは大雪になり、午前 7時開始予定を午後 2時 に変更して実

施した。こちらも桔梗が丘地域で浸透してきた行事で、用意した

豚汁400人 分は全て振る舞われた。決算額は217,852円 。

決算額の合計は956, 503円 です。

く教育文化部会>

竹原部会長から、教育部文化部会の活動内容について、総会資l・

に基き概ね次のような報告があつた。

く竹原部会長からの平成 24年 度事業報告の要旨>

結"ず セミナーを夏 ・冬に実施した。内容は夏6講座 (料理、科

学、囲碁、手芸、太鼓、よさこいソーラン)、冬 3講座 (料理、

手芸、科学)で す。桔梗が丘夏まつりに太鼓、よさこいソーラン

が参加した。又ききょうニューイヤーフェスタにも科学遊びで参

加しました。1108人 の参カロ。決算額は238,702円 です。

「こころの思い発表会」を10月 の公民館展に合わせて行いまし

た。実施内容は記載の通です。決算額はloo, o64円 。

・ ふるさと歴史ハイキングは地域の歴史を学び、ふるさとを愛する

心を育てる目的で始めましたが、本年度は11月 10日 に実施。

例年子どもさんの参カロが少ないのですが、本年度は5人 の参カロが

ありました。決算額は29, 782円 。

・ 私の一冊文庫は地域の子どもさんに本の読み聞かせをしている

ボランティア活動への協働事業です。又 7月 20日 から公民館ギ

ャラリーで
'写
真と絵本展Jを 開催しました。書籍購入補助とし

て 16, 000円 支出。決算額合計384, 548円 です

く生活安全部会>

吉野部会長から、生活安全部会の活動内容について、総会資料に

基き概ね次のような報告があった。

く吉野部会長からの平成 24年 度事業報告の要旨>

・ 普通救命講習会を10月 と25年 3月 と計 2回実施した。場所は

名張消防庁舎で参カロ者は10月 13人 、3月 12人 .募集地区は、

10月 は4番 町から8番 町と桔梗が丘南、3月 は1番町から3番

町と桔梗が丘西の割り振りです。内容は止血法、異物除去法、心

肺蘇生法、AED取 扱法です。今後は再講習の受講機会も設けた

いと考えています。



桔梗が丘公民館に設置しているAEDは 来年 1月でリース契約

が終了します。従つて本年度が最後の支出になります。

防犯パ トロールも引き続き実施しました。木年度は6人 の隊員で

毎月4回約 1時間地域内をパ トロールしました。次年度への課題

は隊員の増員確保です。

命の笛の贈呈を4月 6日 地域内の3小学校へ合計 175個 を贈

呈しました。

防災訓練の実施を各区・自治会に依頼し実施していただいた.

危険箇所の解消は各区 自治会の協力のもとに進めました。

道路交通表示の改善を昨年 10月 6箇所の改修要望を名張警察

署に提出しています。

く快適環境部会>

加納部会長から、快適環境部会の活動内容について、総会資料に

えき概ね次のような報告があつた。

くカロ納部会長からの平成 24年 度事業報告の要旨>

快適環境部会は次の3事 業を実施しました。

・ 地球温暖化対策事業 (緑のカーテン事業)と してのゴーヤ苗の配

布を地域の家庭に2000株 配布。その後、ゴーヤ栽培の写真展、

ゴーヤの贈呈等を実施した。決算額 290, 480円

・ 地域環境保全 啓発事業としてホタル観賞会を6月 16日 に、バ

ー ドウオッチングを平成 25年 1月 6日 に実施。参加者は、雨天

のためホタル観賞会は40人 、一方、バー ドウオッチングは50

人。鳴滝公園に環境保全啓発看板を設置しました。決算額は8,

730円 。

桔梗が丘クリーン大作戦は6月 3日 に実施された名張市クリー

ン大作戦に協賛して実施した。各自治会の団体参加もあり有意義

でした。参加者合わせて約 1,000人 。決算額 44,431円 。

決算額合計は393, 641円 。

く地域福祉部会>

梅本部会長から、快適環境部会の活動内容について、総会資料に

基き概ね次のような報告があった。

く梅本部会長からの平成 24年 度事業報告の要旨>

高齢者 障がい者への友rx・訪問活動を例年通り 「陽だまり」を持

参して実施。安否確認に役立っている。決算額 18, 900円



(会計決算報告)

年末友愛訪問も例年通り75歳 以上の一人暮らしの方、高齢者の

家庭等を訪問しプレゼントを配付した。決算額 226,125円

高齢者のつどいを5月 27日 、地域の80歳 以上の高齢者を招い

て開催。参カロ者は 151人 。決算額 200, 000円 。

地域内14箇 所でいきいきサロンを実施。年間の参カロ者が予定数

の1400人 を上回り、好評であった。

11月 11日 地域内6か 所のグループホームと交流会を実施し

た。参カロ者は民生委員、ワーカー等合わせて57人 。

赤ちゃんちびっ子なかよし広場は第3火 曜日に開催。未就園児と

その母親のつどいです。

地域の高齢者への配食と見守りの協働事業をいこい、友～友の2

グループと実施した。大変有意義な事業で、対象者の方にも喜ば

れている。

決算額の合計は1, 187, 025円 です。

引き続き議長は、平成 24年 度協議会会計の決算報告を求めた。

大垣冨1会長 (総務委員長)か ら、協議会会計決算報告が、資料に基

き概ね次のように説明があつた。

く協議会会計決算報告の概要 総会資料20ペ ージ参照>

収入の部

1 会費

2 交付金

3 補助金

4 報償費収入

5 雑収入

6 繰越金

合計

このうち交付金の人件費470万 円は公民館職員の方への支払い

で、公民館会計にも同額が計上されています。コミュニティ助成事

業補助金はいわゆる宝くじ補助金で、防災備品購入をいたしました。

支出の部 (主な項目のみ)

1 総務費       6, 531, 168円

2 企画運営費 「事業費J   9o, 200円

3 広報費   「事業費」  303, 375円

4 健康推進費 「事業費J2, 224, 776円

5 住民交流費 「事業費」  956, 503円

1 , 0 0 9 , 6 0 0円

15,615, 7 6 0円

2,130,0 0 0円

150,000円

418,497円

3,928,7 1 1円

23, 252 ,  5 6 8円



6 教育文化費 「事業費J

7 生活安全費 「事業費

8 快適環境費 「事業費J

9 地域福祉費 「事業費」

10 積立金 「車両買換J

〃  「財政調整J

〃  「自然災害」

11 予備費               o円

12 コミュニティ活動費 5, 131, 400円

13 報償費         150, 000円

14 助成事業補助金   1, 90o, ooo円

15 有事助け合い基金    417, 385円

384,548円

131,159円

393,641円

1,187,025円

200,000円

500,000円

500,000円

繰越金

合計

2,251,388円

23, 252, 568円

(監査報告)

ビジョン新規事業費は支出が無かったので(理事会に諮り財政調

整積立金と自然災害積立金に補正しました。

有事の助け合い基金は、民生児童委員会から預かり、雑収入に計上

し設けたものです。

引き続き、 3種 類の積立金の残高、基金の残高報告があつた。

財政調整積立金   1, 500, 241円

自然災害積立金   1, 500, 241円

車両買換積立金   1, ool, 499円

有事の助け合い基金   417, 385円

議長は、平成 24年 度協議会会計の監査報告を求めた。

く福森監事からの監査報告>

「去る、4月 13日 (水)会計監査、4月 27日 (土)業務監査を、日

合監事と福森が監査を実施しました。

平成 24年 度協議会会計について、出納帳及び会計帳簿等の関係

書類を確認し監査した結果、いずれも適正に処理されていることを

認めます。

業務監査については、全ての委員会、部会とも、多岐にわたる事

業を計画し、充実した活動に取り組まれたことを高く評価します。

今後は、さらに住民が参加しやすい活動を目指していただきたい。

とりわけ地域ビジョンの推進については、これからの桔梗が丘を形
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(5)議 案第 2号 平

成 24年 度公民館

事業報告及び会計

決算の承認に関す

る件

(事業活動報告)

(会計決算報告)

成していく重要な取り組みであり、今後、名張市ゆめづくり協働事

業により具体化していくものと考えますが、よリー層の取り組みの

充実を期待するものであります」と述べた。

引き続き議長から、議案第2号 平成 24年 度公民館事業報告及び会

計決算の説明を求めた。

中村公民館長から、「総会資料 24ペ ージに記載しておりますが、

平成 24年 度は前年分に新しい 3講座 (写真教室、書遊、郷土の歴

史を学ぶ)を 加えた 12講 座でスター トし、その後ロビー歌声広場

と絵手紙教室を加え14講 座を開設しました。延べ 161講 座、合

計 2800人 の参カロ あ`りました。この内、「農を楽しむJは 桔梗南

幼稚園児とのふれあいや、公民館展のバザーヘの参加もしました。

「桔梗メンネルコールJは 第 1回 のコンサー トを開催することが出

来ました。

夏期大学講座は4回 開催し、延べ 251人 の参加でした。そのは

かの行事として例年通リロビーコンサー ト2回 、プチコンサート1

回、映画鑑賞会を5回 開催し、こちらは合わせて850人 の参力Πが

ありました」と述べた。

公民館は、今後とも地域住民の皆さんに気軽に参加いただける、

役に立つ講座を設けて、生涯学習の場として充実した箇所として行

きたいと考えています。

松村事務局次長から、公民館会計決算について、総会資料記載の資

料に基き、概ね次のような報告があった。

「平成 24年 度の公民館会計の決算は総会資料 26ペ ージに記載

がありますので、こちらをご覧下さい。

収入の部

1 指定管理料

2 使用料等

3 その他収入

4 繰越金

合計

支出の部 (主な項目のみ)

1 人件費

2 管理費 1 消耗品

9, 898,

4, 025,

194,

5, 177,

19, 294,

4,299,

582,

0 0 0円

468円

338円

131円

932円

014円

554円
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3 光熱水費  3,

4 修繕費

6 委託手数料 2,

7 備品購入費

8 使用料 貸借料

3 運営費  1報 償費

3印昴1製本費

5事業費

4 積立金  1周 年事業

2設備備品

3車 両購入

5 その他  1消 費税

2予備費

2 2 5 , 1 4 7円

311,544円

127,848円

928,887円

758,996円

500,000円

109,282円

831,584円

800,OoO円

800,000円

200,000円

336,000円

0円

繰越金

合計

3, 005, 436円

19, 294, 932円

(監査報告)

(質疑)

各項目の詳細については、備考欄を参照してください。

積立金は予備費200万 円のうち180万 円を理事会に諮り積立

金に予算の補正を行い、3項 の積立金として計上しました。

次に26ペ ージに財産目録、積立金残高を記載しておりますので、

確認をしていただきたいJと 述べた。

議長は、平成 24年 度公民館会計の監査報告を求めた。

く福森監事からの監査報告>

「去る、4月 13日 (水)会計監査を田合監事と福森が桔梗が丘公民

館に於いて実施しました。その結果、平成 24年 度公民館会計につ

いて、出納lR‐及び会計帳簿等の関係書類を確認し監査した結果、い

ずれも適正に処理されていることを認めますJと 述べた。

原日議長 :以上で協議会並びに公民館の事業報告と協議会並びに

公民館会計決算の報告が終了しました。これより質疑に移ります。

評議員からは特に質問が無かつた。議長は採決に入つた。

原田議長 :質問がないようなので採決に移りま丸 議案第 1号 につ

いて、承認されます評議員の挙手をお願いします。
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全員賛成であります。よって、議案第 1号は原案のとおり承認され

ました。

引き続き議案第2号 について、承認されます評議員の挙手をお願い

します。

全員賛成であります。よって、議案第 2号は原案のとおり承認され

ました。

原田議長 :ここでlo分 問休憩をいたします。午後 3時 5分から再

開をいたします。

く議事再開>

(6)議 案第3号 桔 1 原田議長 :議事を再開いたします。議案第 3号枯|・が丘自治連合協

梗が丘 自治連合協 1議会理事の交替の承認に関する件について、執行部の説明をお願い

議会理事の交替の |します。

承認に関する件  1 大垣副会長から、協議会の理事の交替について次の通り提案 説

明があつた。

「この度、東弘文氏 (第4プ ロック幹事)、高槻茂夫氏 (健康推進部

会長)か ら理事退任の中し出がありましたので、新しく鈴木健一氏

(第4プ ロック幹事)、西宮岡1志氏 (健康推進部会長)の 2氏 に就任

いただきたたく、協議会規約第 12条 第 2項 、第 27条 及び 30条

の規定にもとづきご承認頂きたいと思います」と述べた。

鰤  1引 舗 ま 調 ま晰 都 鑢 見教 めが 、齢 者かいま特 こ質

間は無く、採決に入り、全員賛成の挙手をし、理事の交替は承認さ

れた。

引き続き、東、高槻の2理 事から退任の挨拶、鈴木、西宮理事よ

りに就任の挨拶があった

く各氏の挨拶の要旨>

東弘文氏 「1年 間と短い期間でしたが、無事努められました有難う

ございました。」

高槻茂夫氏 「3年 間部会長を努めさせていただきましたが、皆さん

のご協力のお陰で無事終えることが出来ました。有難うビざいまし

たJ

鈴木健一氏 「始めての経験ですが、桔梗が丘の発展に努めます。皆

さんのご協力をお願いしますJ

西宮岡1志氏 「高槻さんの後を引き受けさせていただきました、これ

からの日々を地域健康推進に役立てるように頑張ります。皆さんの
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(7)議 案第4号 平

成 25年 度事業計

画 (案)及 び協議会

会計予算案の承認

に関する件

ご協力よろしくお願いいたします」

原田議長 :次に平成 25年 度事業計画 (案)及 び協議会会計予算

案の承認に関する件について、執行部からの説明をお願いします。

く総務委員会>

く総務委員会の事業活動計画説明の要旨>

大垣委員長から、総務委員会の活動計画について、総会資料に基

き概ね次のような説明があった。

「説明の前に資料の 1部訂正がございます。資料 50ペ ージの評

議員名簿で、8番 町 1区 自治会の評議員は澤日進氏から池本仁志氏

に交代をされています。ご訂正を頂きますようお願い致します。

平成 25年 度の総務委員会の事業計画はほぼ例年通りの内容です

が、委員会で検討した結果、 2項 目を 「規約、規則、規定等の制定

または改正により、協議会運営の充実化と円滑化を図り今後の協議

会のあるべき方向性や問題′点を検討するJと し、今後ますます難し

くなると予測されます協議会の在り方 (法人化等)の 検討を進めた

いと考えています。

地域ビジョン実現に向けての講演会を2回 実施予定です。講師は

実際にまちづくり事業に携わっておられる方を検討中です。現地研

修会は、これまではまちづくりの先進地訪問や、地域ビジョンを実

現するための目的で行ってきましたが、25年 度は他地域との交流

を深める研修会としたい。そこで以前に当地域を訪れた碧南市や東

近江市を候補地とし、お互いの交流を深めるのと、学ぶべき点は学

んで行きたいと思つています。

予算額では費用弁償費を地域ビジョン関係の会議を見据え増額

し、ビジョン新規事業費を50万 円計上しました。その他の項目は

前年どおりです。以上が総務委員会の事業計画ですJと 述べた。

く企画運営委員会>

く総務委員会の事業活動計画説明の要旨>

阪本委員長から、平成 25年 度の事業計画 (案)に ついて総会資

料に基づき概ね次のように説明があつた。

「平成 25年 度の事業計画は5項 目で昨年と大きな変更はありま

せん。 1 地域ビジョンの推進、2 コミュニティビジネスの検討、

3 事業部会に対する新規事業の提案、4 事業部会に対する支援、
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5 事業部会の事業評価システムの検討です。

平成 25年 度は 「ふれあい茶房」「子どもと地域の絆づくり」の2

事業が、それぞれのチームで本格的に事業活動を始めます。「ふれあ

い茶房J「子どもと地域の絆づくり」の事業予算は、名張市から昨年

9月 「ゆめづくり協働事業」として認められた交付金を元に暫定予

算として、資料記載のように計上いたします。

次に、地域ビジョンに掲げられた 「地域環境ネットプロジェクトJ

及び 「ききょう農楽園Jの 2事 業を平成 26年 度の事業開始に向け

て検討を始める予定で丸 内容はメンバー サポーターの募集、(5

月に募集開始予定)、引き続き説明会の実施をします.こ うした事業

は地域の住民の皆さんのご理解とご協力が無ければ成 り立ちませ

ん。ご出席の皆さんのご協力をお願いします。以上の事業に関する

費用を予算化しています。予算合計額は30万 円となつています」

と述べた。

く広報委員会>

く広報委員会の事業活動計画説明の要旨>

野邊委員長から、平成 25年 度の事業計画 (案)に ついて別添え

資料に基づき概ね次のように説明があった。

「事業の内容は平成 24年 度と大きく変更は有りませんが、広報

委員会の活動について負うべき役害1を再度検証しながら、また皆さ

んのご要望をいただきながら、地域住民の皆さんのご期待に沿える

ように広報活動を進めていきます。

一昨年広報に関するアンケー トを実施しましたが、本年度、再度

行いこれまでの総括をしたいと思つています。

さて、具体的な事業内容はききょう通信の発行、ホームベージの

適切な運営に努めていきます。ききょう通信は来年 3月 に節目の6

0号 の発行を迎えますので、一区切りの総括版になるように努力し

ていきます。

ききょう通信の発行は、地域の皆さんが何を求めているのか、発

信すべき情報は何かを見極めながらiF3集に努めていきます。

ホームページは更新作業が外部委託から、広報委員会内で更新が

出来るようになり、タイムリーな情報の発信が可能となり、その結

果アクセス数も増加しています。今後も更にきめ細かい更新に努め

ていきま丸

広報活動は、常に地域の皆さんのご要望を伺いながら1年間進め
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ていきたいと考えています。以上が広報運営委員会の事業計画です」

と述べた。

く健康推進部会>

く健康推進部会の事業活動計画説明の要旨>

西宮部会長から、平成 25年 度の事業計画 (案)に ついて別添え

資料に基づき概ね次のように説明があつた。

「平成 25年 度は、例年とはぼ同様の事業を計画しています。

1 老人の日の行事は例年通り70歳 と88歳 の方に長寿記念品

を贈呈、 70歳 以上の方にお祝い品を配布します。予算額は 170

万円。

2 健康まつりは、実施日はウオーキングと健康まつりをそれぞ

れ別の日になります。予算額は25万 円。

3 ニュースポーツ世代間交流大会を平成 26年 3月 29日 (土)

実施します。内容は記載のとおり平成 24年 度と同様です。予算額

は5万 円。

4 体操会の協働事業も地域住民の健康維持ため引き続き実施し

ます。予算額は3万 円で夏休みの参加児童への参加賞費用です.

5 ききょう健康講座として次の5つ の事業を実施します。(1)

ベルフラワー教室、(2)楽 しい健康づくり講座は9月 28日 に実施

(3)健 康体操 (リズム体操)教 室は本年度3回 開催、(4)広 報誌

(ききよう元気通信)の 発行を継続しますが、ふさわしい話題があ

りましたらご一報下さい (5)ウ オーキング大会は例年健康まつり

に合わせて実施してきましたが、平成 25年 度は6月 2日 に独立し

て実施します。行き先は奈良の山の辺の道です。 5事 業合わせた予

算額は24万 円です。

その他、毎年住民の方から好評の市の集団がん検診を健康支援室

の協力のもとに実施します。予算額は1万 円です。予算総額は22

8万 円となります。以上が健康推進部会の事業計画ですJと 述べた。

く住民交流部会>

く住民交流部会の事業活動計画説明の要旨>

廣岡部会長から、平成 25年 度の事業計画 (案)に ついて別添え

資料に基づき概ね次のように説明があつた

「当部会の事業の柱は 「桔梗が丘夏まつりJと 「ハッピーニュー

イヤーききょうフェスタJの 2つ です。
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まず、 lo回 目を迎える桔梗が丘夏まつりは8月 24日 (■)に

実施予定です。一週間前の 17日 は旧盆の関係から準備が難しいと

考え24日 としました。

実施内容は模擬店、フリーマーケット、パレード、アトラクショ

ン、盆踊り等を予定しています。模擬店利用券 300円 も例年通り

配布します。ことしは1200人 から1300人 の引き換えを目標

としています。この行事は天候に左右されますので、好天を期待し

ています。それから、商店街の空き店舗をお借りして、休憩所等に

利用できるスペースの確保も大切なことと考え、更に増やせるよう

に検討をしていま丸

「ハッピーニューィャーききょうフェスタJは 、平成 26年 1月

11日 (土).伝統行事になりつつある 「どんど」を1月 13日 (月・

祝)に 実施します。内容は、ワークショップ、子ども向けイベント、

お菓子屋台村、豚汁等の振る舞い。どんど行事と合わせた予算額は

23万 円です。協賛金 85万 円を除く予算総額は113万 円ですJ。

以上が住民交流部会の事業計画ですJと 述べた。

く教育文化部会>

く教育文化部会の事業活動計画説明の要旨>

竹原部会長から、平成 25年 度の事業計画 (案)に ついて別添え

資料に基づき概ね次のように説明があつた。

「平成 25年 度の事業計画として、第9回 日となる枯"ず セミナ

ーを引き続き実施します。内容は夏 6講座、冬 3講座です。講座の

内容は資料記載の通りです.今 年はよさこいソーランのユニホーム

を作成します。予算額は30万 円です。

第 17回 日となる 「こころの思い発表会Jは 秋の公民館展に合わ

せて行います。皆さん是非子どもたちの思いを聞きにお越し下さい.

予算額は 163, 000円 です。

地域の歴史を学び、ふるさとを愛する心を育てる目的で始めた 「ふ

るさと歴史ハイキング」は11月 9日 (土)に 実施します。予算額

は40, 000円 です。

私の一冊文庫へ書籍購入補助として 1万 6千 円を予算計上しま

す。今年も7月 に展覧会を公民館ギャラリーで行います。

予算額の総合計は519, 000円 を計上いたします。以上が教

育文化部会の事業計画ですJと 述べた。



く生活安全部会>

く生活安全部会の事業活動計画説明の要旨>

吉野部会長から、平成 25年 度の事業計画 (案)に ついて別添え

資料に基づき概ね次のように説明があつた.

「普通救命講習会を10月 と来年 3月 に2回 実施します。場所は

名張消防庁舎で募集定員は 1回 20人 です。募集地区は10月 に4

番町から8番 町と桔梗が丘南、3月 は 1番町から3番 町と桔梗が丘

西という予定です。内容は止血法、異物除去法、心肺蘇生法、AE

D取 扱法です。いざという時に備えて受講していただくよう進めて

行きます。

防犯パ トロールを本年度も引き続き実施します。次年度は5人 の

隊員で毎月4回 約 1時 間地域内をパ トロールします。課題は隊員の

増員確保です。

命の笛の贈呈も引き続き実施しま丸

自主防災隊の防災訓練を各自治会 区で年 1回 は実施するよう働

きかけています。その際着用する班識別のベス トを購入したいと考

えています。理由は、防災意識の向上、参カロ者がより分かり易い、

又雰囲気も盛り上がると考えます。

本部、警備、救護、炊出班等、各 20枚 を制作してはどうかと考

えています。

桔梗が丘の危険箇所の解消 改善にも取り組みを促進します。

当部会の予算額合計 180, 000円 です。以上が生活安全部会

の事業計画ですJと 述べた。

く快適環境部会>

く庚適環境部会の事業活動計画説明の要旨>

カロ納部会長から、平成 25年 度の事業計画 (案)に ついて別添え

資料に基づき概ね次のように説明があつた。

「第 1項 の地球温暖化対策事業 (緑のカーテン事業)と して、平

成 25年 度も (5月 4日 実施)ゴ ーヤ苗を1家庭 2株配布しました.

合計で1200株 です。地域内での認知度も挙がつてきており、桔

梗が丘地域でも認知されてきました。予算額は246, 500円 で

す。

第 2項 の地域環境保全 ・啓発事業としてのホタル観賞会を6月 1

5日 に、バー ドウオッチングを26年 1月 5日 に実施 します。どち

らも多くの子どもたちの参加を希望しています。新しく、地域内や
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近隣公園整備し、ここをを巡るハイキングを企画します。実施時期

は 11月 16日 (土)で 東山ふれあいの森、鳴滝公園、野鳥公園、

10号 公園等が候補地です。予算額は27, 000円 、

第 3項 の桔梗が丘クリーン大作戦は、6月 2日 (日)に 実施され

ます名張市クリーン大作戦に協賛して実施するものです。各自治会

の清掃活動が、この事業に賛同じ団体で参加いただけるよう呼び掛

け、多くの地区からの参加をいただいております。これらの地区に

は粗品を用意いたします。予算額は60, 000円 、

第4項 は新しい事業活動として近隣公園 (鳴滝公園、野鳥公園等)

の整備促進です。特に桔梗が丘西の野鳥公園の整備に重点的に取り

組み、子どもたちは勿論、全住民に親しまれる使い易い公園を目指

して整備をして行きたいと考えています。整備事業にあたっては、

多くの皆さんの協力を頂きたいと思つています。機材購入費、遊歩

道整備、雑草刈等の事業予算は120, Ooo万 円です。従って当

部会の予算総額は453, 500円 となります。以上が快適環境部

会の事業計画ですJと 述べた。

く地域福祉部会>

く地域福祉部会の事業活動計画説明の要旨>

梅本部会長から、平成 25年 度の事業計画 (案)に ついて別添え

資料に基づき概ね次のように説明があつた。

「地域福祉部会も従来とほぼ同じ事業内容を考えています。まず
「陽だまりJの 発行を引き続き実施します。        ,

高齢者への年末友愛訪問も例年通り実施します。

高齢者のつどいを平成 25年 度は5月 26日 (日)実施を予定して

います。例年自治会長 ・区長さんのご協力をいただいています。参

加者 161人 の予定で全体で220～ 230人 の規模になります。

生き生きサロンも桔梗が丘の14地 区で例年通り実地します。

桔梗が丘地域内6か 所のグループホーム交流会も ll続して実施し

ます。

未就園児とその親のつどいのあからゃんちびっこなかよし広場も

例年通りです。この事業にビデオ撮影の協力を頂いている林さんを

広報で一度取り上げて頂きたいと思っています。

地域高齢者への配食サービスと見守り事業の 「いこい」「友～友」

の2団体との協働事業も進めていきます。

以上で予算額の合計は114万 円となります。以上が地域福祉部

19



会の事業計画です」と述べた。

引き続き議長は、平成 25年 度予算案の説明求めた。

大垣副会長 (総務委員長)か ら、平成 25年 度協議会会計予算案に

ついて、概ね次のような説明 提案があった。

収入の部

1 会費

2 交付金

3 補助金

4 報償費収入

5 雑収入

6 負担金

7 繰越金

合計

負担金 (人件費)は 本年度から公民館会計がら入金になる分で、

従つて人件費の総額は940万 円になります。

支出の部 (主な項目のみ)

1 人件費       9, 341, 125円

2 総務費       2, 776, 200円

3 企画運営費 「事業費」  300, 000円

4 広報費   「事業費J   320, 000円

5 健康推進費 「事業費」 2, 280, 000円

6 住民交流費 「事業費」 1, 130. 000円

7 教育文化費 「事業費」  519, 000円

8 生活安全費 「事業費   180, 000円

9 `庚適環ji費 「事業費」  453, 500円

10 地域福祉費 「事業費Jl, 140, 000円

11 積立金 1「車両買換」  200, 000円

12 予備費 0円

13 コミュニティ活動費 5, 116, 000円 (各地区)

14 報償費         150, 000円

繰越金         19,563円

合計       23,925,388円

「前年比、予算額はほぼ目いつぱいの状態です。各委員会、部会

とも無駄を省きながら、住民の皆さんに役立つ事業を進めていただ

けると考えています。J

1 , 0 0 0 , 0 0 0円

15, 604, 000円

200, 000円 (市社協)

150, 000円 (環境委員報賞)

20,000円

4, 700, 000円 (人件費)

2,251,388円

23, 925, 388円
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(質疑) 原田議長 :以上で協議会の事業計画案と協議会会計予算案の説明

が終了しました。これより質疑に移ります。ご質問の方は、所属と

お4前 を告げて発言して下さい。

坂口評議員 (快適環境部会):4点 ほど質問をいたします。

1 研修 研修会について、これまで協議会のメンバー対象のも
のを多く見てきましたが、公民館職員の方のスキルアップの

ための研修等|まされているのですか。

2 以前から指摘されている、敬老の日の行事の記念l■は高齢化

に伴い、対象者が増加傾向ですが、70歳 以上の方全員に配

布する方法は再検討できませんか。

3 ふれあい茶房の計画の中で、委員会は事業支援となつている

が、事業主体になるグループなどはあるのですか。又事業支

援の具体的内容は何ですか。

4 健康推進部会のハイキングと快適環境部会のクリーン大作

戦の日が重なっているが、事前に調整は出来なかったのです

か 。

原日議長 :質問に対する回答をお願いします。

山中事務局長 :公民館職員の研修については、公民館の活動を管

轄しております、教育委員会の文化生涯学習室の方から、半年に2

回位の害l合で、公民館活動に関する各種の研修会への参カロ要請があ

ります。職員が適時これに参加する形を取つております。協議会主

催の研修会へも館長以下、出来るだけ参加しております。

原田議長 :敬老の日の行事は同感ですが、私も今後検討が必要と

思つていますが、

辻森会長 :健康推進部会の方に財政面を含め内容を吟味していた

だき毎年行つています。地区の民生委員、自治会長、区長が年に一

回 70歳 以上の方の自宅を訪問して、安否を確認することは意味が

あると,思っています。一方、ご意見のような課題は充分に認識して

おり、今後、検討を進めていかねばなりませんが、本年度は提案の

通り実施をしたいと考えています。

大垣冨1会長 :実際に高齢の対象の方を訪問した時、大変喜んでい

ただいた。こうした状況も認識しながら、対象年齢の引き上げ等も

視野に入れることも考えて行きます。

梅本地域福祉部会長 :民生委員の立場から申し上げると、以前は

桔梗丘高校で 「敬者の日のつどいJを 行つていたが、自宅から出に

くい方も増えてきたこともあり、安否確認の自宅訪間は意味がある
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(8)議 案第 5号

と思つていま丸

原日議長 :3番 目のふれあい茶房の件についてお答え下さい。

辻森会長 :ふれあい茶房の事業は応募されたサポーターのメンバ

ーで開設に向けて具体的作業が進んでいます。サポーターの皆さん

は 10月 スター トに向けて運営主体の組織としての体市lづくり、

個々の課題を処理等、規則に沿つた運営が出来るよう作業を進めて

もらつています。

カロ納快適環境部会長 :事業の実施日の重なりは、今後情報交換を密

にして、出来るだけ重ならないようにして行きたいと思つています。

松尾評議員 (南第2区 ):生 活安全部会の皆さんが地域内の防犯パ

トロールに取り糸Rんでおられること、ご苦労様です。その中で桔梗が

丘の危険箇所の解消 改善の取り組みもされていると思いますが、昨

年度実際にどのようなことがあったかお教え下さい。

吉野生活安全部会長 :平成 19年 度に危険箇所マップを作成し、改

善して来た。防犯パトロール中に見つかつた、6箇所の道路の表示が

不鮮明のところの改修、改善を名張警察署に要望しました。

その他、名張市に桔梗丘高校前の歩道の段差の補修を要望し、改善

された。昨年度は2番 町のマックカフェ前の交差点の見通しの改善要

求をしています。

辻森会長 :地域内の危険箇所の解消は、各自治会 区で抱えている

Fn3題について、当協議会で取り上げた方が効果的と思われるものにつ

いては、地域担当監経由で名張市に要望書を提出していくことにして

, まヽす。

原日議長 :その他ご質問をどうぞ。

日村評議員 (西4番 町自治会):快 適環境部会の野鳥公園について

お話があつたが、これまで自治会が公園の管理を市から委託されてい

たが、荒れ気味で環境が良くありませんでした。そこで平成 16年 か

ら管理していませんでしたが、最近はボランティアの方が精力的に整

備していただいてきれいになり感訪すしています。どうぞ皆さん一度足

を運んでください。

原日議長 :他に質問がないようなので採決に移ります。議案第4号

について、承認されます評議員の挙手をお願いします。

全員賛成であります。よって、議案第4号 は原案のとおり承認され

ました。

原回議長 :次に、議案第 5号 “はつとまち"プ ロジェクト事業計画
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“はつとまち"プ ロ

ジェク ト事業計画

案及び特別会計予

算案承認に関する

件

案及び特別会計予算案について、執行部の説明をお願いします。

辻森会長:桔梗が丘地域ビジョンに基づきプロジェクト事業の推進

をしておりますが、平成 25年 度は2つ の事業の具体化を図ります。

先ず、ふれあい茶房の開設ですが、この事業は地域住民の活動拠′颯

となっている桔梗が丘公民館のロビーに、地域住民が気軽に利用で

きるふれあい交流の場所となる茶房を設置するものです。今年の秋、
10月 のオープンを目指して、現在サポニターの皆さんが作業を作

業を続けています。将来的には、商店街の空き店舗を活用したもの

もしたいと考えています。

次に、子どもたちと地域の絆づくり事業ですが、地域内の学校の先

生方、PTA方 々と地域との結びつきを強め、そこに学ぶ子どもたち

と絆を深める事を目的に、地域全体で子どもたちの健全な育成と絆を

育むことにしたいと考えています。

尚、この2事業は名張市ゆめづくり協働事業として認められ、交付

金がそれぞれ 10o万 円交付されます。これを特別会計として予算計

上させてぃただきます。予算の詳細は資料に記載の通りですが、この

予算は1年間の単年度予算となります。

大垣冨1会長:この事業には名張市からそれぞれ 100万 円が交付さ

れますが、協議会本体の会計とは切り離して管理することになりま

す。

原日議長 :この議案に対してご質問のある方は発言してください.

福井評議員 (地域福祉部会):子 どもたちと地域の絆づくり事業で

通学路の花いっぱぃ運動を展開されると事ですが、これまでの経験か

ら言つて、植え付け後の手入れについて、ボランティアの要員等の手

当てはありますか。人手の数によって来春の作業も変わってくると思
いますが。

大垣冨1会長 :自治連合会、各小学校区の先生・PTAを 含めた組織
づくりをしています、 この組織が運営母体となって活動をして行き

たいと考えています。次年度以降は、回覧等で地域の住民の皆さん

の協力もlnヽヽで行きたいと,思っています。これまでの東小の経験か

ら見ると協力は得られると思います。

福井評議員 :経験から言つて、協力者を集めるのは大変と思います
ので、 地域の皆さんには強力な声掛けをして下さい。

大垣副会長 :ご意見承知いたしました。

辻森会長 :貴重なご意見ありがとうございました。

原田議長 :その他に質問がないようなので採決に移ります。議案第
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(9)議 案第 6号 平

成 25年 度公民館

事業計画案及び会

計予算案の承認に

関する件

5号 について、承認されます評議員の挙手をお願いします。

全員賛成であります。よつて、議案第5号 は原案のとおり承認され

ました。

原田議長 :次に、議案第 6号平成 25年 度公民館事業計画案及び会

計予算案について、執行部の説明をお願いします。

中村公民館長 :ページ45・ 46ペ ージの資料に基づき平成 25

年度公民館事業計画につい説明をいたします。本年度の新しい学

級 ・教室は
'そ
ば打ち教室」「スマー トフォン教室Jを 単発講座とし

て開催します。韓国文化を学ぶハングル語講座、本年度まで男性の

み対象になっていた 「料理教室Jは 、模様替えをして実施します。

既に一部の講座は募集開始又は開講済ですが、大変多くの方から

お申込を頂いております。

その他の講座は連続開設です。絵手紙教室は24年 度途中から始

めましたが好評なため、新年度から連続講座として開設します。

これらを合わせると全部で144回 の 13講 座ということになり

ます。

昨年まで長年にわたり (10年 間)夏 期大学講座としてきた 「講

座Jは 、次年度から桔梗が丘公開連続講座として年 6回 奇数月に開

催することにしました。テーマを 「今から考える終活 “もしもの時

の準備はできていますか"Jと します。第 1回 日は寺田病院理事長

の寺田紀彦医師にお願いをし 「真摯に死と向き合い、生を見つめるJ

と題して講演会を開催します.2回 目はキパーズの吉日太一氏を迎

え遺品整理に関する講座、第 3回 以降の予定は資料に記載をしてお

りますのでご参照ください。参加料は全回無料です。

その他の行事は例年通り、ロビーコンサート、プチコンサー ト、

映画鑑賞会を記載の通り実施する予定です。地域の皆さんには回覧

等でお知らせをし、一人でも多くの方にご参カロいただきたいと思つ

ていますので、よろしくお願いをいたします。

第29回 桔梗が丘公民館展を10月 19日 、20日 の2日 間開催予

定です。是非足を運んでください。

公民館は地域住民の皆さんの学びあい、触れ合いの場として集って

いただけるよう自治連合協議会と共に頑張ってまいりますのでよろ

しくお願いいたします。

く公民館会計>

引き続き、松村事務局次長から、平成 25年 度公民館会計予算 (案)
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について、総会資料に基き、概ね次のような報告があった。

収人の部

1 指定管理料

2 使用料等

3 その他雑収入

4 繰越金

合計

支出の部 (主な項目のみ)

1 管理費 1 消耗品

9,

4,

3,

1 6,

3 光熱水費  3,

4 修繕費

6 委託手数料 2,

7 備品購入費 1,

8 使用料 ・貸借料

管理費計        9,

運営費 1 報償費

3 印昴1製本費

5  事業費  1,

運営費計        2,

負担金 (人件費として) 4,

積立金

その他  1消 費税

2予備費

2

3

4

5

繰越金

合計 16,

8 9 8 , 0 0 0円

000,000円

50,000円

005,436円

9 To 3, 4 8 6円

620,000円

340,000円

490,000円

300,000円

180,000円

848,000円

158,000円

600,000円

120,000円

300,000円

160,000円

700,000円

0円

332,000円

200,000円

403,436円

958,436円

原田議長 :この議案に対してご質問のある方は発言してください。

棚岡評議員 (6番 町区):サ ークルでお世話になっています。 2点

お尋ねします。

本年度は積立金が予算化されていませんが、昨年度計上された周年

事業はどんなものがありますか。備品積立金の対象品に反響板が挙

がつていますが、早目に購入頂く様お願いします。

山中事務局長 :公民館が出来て間もなく40年 、来年度公民館展が

30回 目をむかえる。こうした節目の年の行事で何か記念的な行事

をするための費用に充てたいと思つていま丸

備品積立金にはピアノ、反響板、指揮台を挙げていますが、反響板
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議事終了の挨拶

閉会の挨拶

閉会の辞

の入れ替えは以前より要望されています.積 立金の中身を吟味しな

がら早めに対処をしたいと思っていま丸

原日議長 :その他に質問がないようなので採決に移ります。議案第

6号 について、承認されます評議員の挙手をお願いします。

全員賛成であります。よって、議案第6号 は原案のとおり承認され

ました。

原田議長 :以上をもちまして、本日提案されました議案は全て全員

一致で承認されました。お手元の資料の事業計画案並びに予算案の

(案)を 削除願います.

長時間に亘りご審議いただき有難うございました。これをもちまし

て平成 25年 度定時総会を開会いたします。

く拍手>

司会者 :皆さん長時間に亘リビ審議有難うございました。ここで自

治連合協議会上田昌1会長から閉会のビ挨拶をいたします。

上国冨1会長 :本日は、平成 25年 度定時総会あたり長時間に亘る審

議有難うございました。平成 24年 度事業報告、25年 度事業計画

等について様々な角度から貴重なご意見をいただき有難うございま

した。今年度は地域ビジョンから、2つ のプロジェクトがスター ト

しますが、今後とも協議会の活動にビ支援、ご協力をお願いします。

傍聴席の皆さん、名張市地域担当監森田様、最後までお付き合いい

ただき有難うございました。今後ともよろしくお願いします。

司会者 :以上で本国の予定は全て終了いたしました。

これを持ちまして平成 25年 度定時総会を終了いたします。

長時間のわたり有
な
うご
言
いました。
/

議事録署名人

議事録署名人

l■D

会  長 冨1会長 畠1会長 総務委員長 書 記

1 1、
｀
こ
‐ 0
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